
モクズガニ種苗生産試験

後藤悦郎

モクズガニは本県の河川ではアユに次ぐ重要な漁業資源であるが，最近では乱獲や生息場所の減

少により漁獲量が少なくなってきていろ。この十年間の漁業協同組合集荷分について見ろと昭和４８

年が約３５トンに対して昭和57年が約１５トンと半分以下に減少していろ。このため資源の増大策が切

望されているのでその種苗隼産を試みることとした。

材料および方法

１．親ガニ

河111の主に中流，下流部で生息していたモクズガニが成熟すると交尾産卵するため海にILOけて降

河していく。その時期は８月から１０月にかけてであり，それを漁獲の対象として網を入れろ。しか

し，ここで捕獲される親ガニは未交尾でありそれを水槽内で交尾，産卵させる技術は確立されてい

ない。県東部の主要河川である神戸111の下流と接している神西湖という小さい汽水湖があるが，そ

こでふ化直前の卵を持った親ガニが捕獲されるのでそれを使用した。捕獲した親ガニは車で30分輸

送した後，２００１の海水を入れた500ノパンライト水楠と７Ｍ程度の海水を入れた角型１３０１アクリ

ル水槽に収容し，エアレーションを行ないながらふ化を待った。なお，ふ化前よりクロレラやシオ

ミズツポワムシ（以下ワムシと略す）を幼生用の餌料として少量添加しておいた。

2．飼育

親ガニより幼生がふ化した場合，ただちに幼生飼育水槽に移動して飼育を開始した。移動は当初

はタモ網で静かにすくい取っていたが，悪影響があることがわかったため容器により水と一緒に行

なった。

飼育水槽は屋内６トンコンクリート池（３ｘ２ｘ１ｍ）２面
表１人工海水の塩類組成

と同２トンコンクリート池（２ｘｌｘｌｍ）２面を使用した。

灘
飼育用水は天然海水，人工海水およびその混合液を用いた。

天然海水は当水産試験場鹿島浅海分場より２トン車で輸送した。

三刀屋内水面分場への海水の搬入には往復３時間かかり不便な

ため，人工海水による飼育を試みた。その組成は表ｌに示すと

おりのアレン処方で比重は1.023前後である。表中の塩類の重

量は淡水１トン当りの溶解量である。
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通気は50Ｗと200Ｗのダイアフラムグロワにより行なった。エアーストーンは直径５伽の球形の

ものを６トン水槽で５ケ，２トン水槽で２ケ設置した。

飼育水温は0.5ＫＷと１ＫＷ水中ヒーターを使用し20.Ｃ前後に保った。

使用餌料は以下のものを使用した。

クロレラ：ヤクルト本社中央研究所製のもので飼育水ｌｃｃ当たり100万細胞程度になるよう添加

した。（使用期間ゾエア１期～）

パン酵母：鐘淵化学工業株式会社製のものを使用，飼育水lcc当たり50万細胞程度になるよう添

、加した。（６トン水槽ＮＯＬｌのゾエア１期～ゾエア２期）

ワムシ：飼育水１cc当たり５ケ程度を目安に与えた。（ゾエア１期～）

プラインシュリンプ：飼育水ｌｃｃ当たり１ケ程度を目安に与えた。（ゾエァ1期～）

３．小実験

この他幼生の飼育技術を明らかにするため’’三角フラスコを用いて種々の条件により小実験を

行なった。（表２）各三角フラスコはまとめて角型130‘アクリル水槽中に収容し，水槽とフラスコ

表２三角フラスコによる比較試験

飼育水 餌料種類

クロレラ，ワムシ，ブライン

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ワムシ，ブライン

クロレラ，ワムシ，ブライン

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ワムシ

クロレラ，ワムシ，プライン

クロレラ，ブライン
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の間は淡水を満たした。この水槽を幼生飼育を行なっている６トン水槽に浮かべた。６トン水槽は

水中ヒーターにより２０～25°Ｃに保ってあるので間接的に各三角フラスコは20°Ｃ前後に昇温し，し

かも同一温度に統一できた。ただし，８区のみは加温しなかった。各区には幼生（ｌ区から８区ま

ではゾエア２期，９区から16区まではゾエア１期）を20尾づつ収容した。通気は４zzzUのエアーチ

ュープで適度に行ない，表２のような餌料を投与した。各餌料の添加密度は前述の大型水槽のそれ

と同様である｡換水はl区から8区までは無し,９区から16区までは3~4日で;醤行なった。
１区から８区までは天然海水，人工海水（前述のアレン処方)，原塩海水（淡水１トンに原塩25“

溶解)およびそれらの混合したものを比較試験し，９区から16区までは天然海水を使用して各種餌

料の効果を試験したものである。

結果および考察

1．親ガニと幼生ふ化

神西湖より１０月１８日にふ化直前の卵を持った雌ガニ20尾を搬入した。その大きさは甲幅5.1～

6.4“平均5.8“，体重65.7～121.19,平均94.99であった。１０月２０日から１２月７日にかけ

て７尾の親ガニから合計98万尾のゾエァ１期幼生が得られた。（表３）

表５幼生のふ化結果

〕Ｈ２０Ｅ

０月R１Ｅ

l），２)は表２参照３）６トンへの分槽はふ化後４日目でその時には１０月20日分は無し

しかし，残りの親ガニについては卵の脱落などを起こし，幼生が得られなかった。湖より捕獲さ

れた後水槽に収容するまでの取り扱いや同一水槽に複数を収容したことなどに問題があったのでは

ないかと思われろ。

2．飼宵

２トン，６トン水槽による幼生の飼育結果概要を表４に，生残率と水温を図１に示した。

-145-



｛:iｌ
Z】 Ｚ２

％
叩
Ｉ1ｌｂ Ｚ1

.、ビミ．
●

’
八０５

生
残
率 5０

＜
●

Ｍ
－

０
２０２５ １５日５１０１５ 0 10

図｡！｛
し
.～２N．

1ｌｂ96
100

･Ｚｌ

5０5０

１０日５

Ｉ iii－－－ 一－－－－－－－－

％
叩
１ 、Zl-l-Z2

、．
、

●＼･Z2

、

１０

5０
●

、“
１０日酉０５

図１大型水槽の生残率と水温

-146-

１０日５０



表４大型水槽による飼育結果

水槽

６トンNｑｌ

飼育結果

ゾエア２期までは順調であったがゾエアの３期に大量蕊死を起こし，ふ

化後25日目にメガロパに達した時は数尾しかいなかった。

ゾエア２期までは順調であったがゾエアの３期に大量蝿死を起こし，ふ

化後１６日目（ゾエア４期）までにほとんど全滅。

ゾエア２期に大型蝿死，ふ化後１３日目（ゾエア３期)までにほとんど全滅。

ゾエアｌ→2期，２期→３期の変態時に大量蝿死,ふ化後１５日目（ゾエア３

期）までにほとんど全滅。この水槽のみふ化後９日より0.3トン／日づっ換水ｃ

６トン槽分槽時には２トン槽15万尾,６トン槽2.5万尾であったが，２トン槽

はふ化後１１日目(ゾエア２期)，６トン槽は１４日目(ゾエア３期)までに全滅。

２トンNｑｌ

２トンNQ２

６トンNOL２

２トンNq2

６トンNbLl

結果は非常に悪く全水槽とも椎ガニの生産には至らず，メガロパに達したのもＩｏＦｒＷ１に何トン

水槽Nulに収容したものが数尾であったに過ぎない。各水槽ともゾエア］勘では落ちないが，それ

以後急激な減少を来たしていろ。この減少はステージからズニージヘの変態時に特に大きいように

思われる。原因については現在のところ不明であるが，卵を脱落させた親ガニが多かったことより

ふ化幼生の活力が弱かったのではないか，餌料が適切であったか，その他の飼育条件は適切であぞ，

たかなどの検討を行ない改善する必要がある。

今回は天然海水，人工海水および両者の混合海水で飼育を行なったが,その結果と後述の’’三

角フラスコによる小実験の結果からすると人工海水でも（椎ガニは生産出来なかったが）ある程度

飼育出来ておｂ，今後の研究次第では人工海水又は混合海水による種苗生産は可能かとも思われろ。

また，ふ化月日が早い水槽ほど生存期間が長いようであるが，親ガニの蓄養期間の長さ（幼生の活

力低下)，気温低下による飼育条件の悪化などが関連しているかもしれない。

３．小実験

次にｌ‘三角フラスコによる小実験の結果を図２（ｌ～８区の生残率)，図３（ｌ～８区の水温

と餌料)，図４（９～１６区の生残率)，図５（９～16区の水温）に示した。

ｌ～８区は実験開始後11日目で，９～16区は１０日目で終了していろ。１～８区は天然海水，人

工海水，原塩海水およびその混合海水について比較したものであるが，原塩海水については悪影響

が明らかで原塩海水のみ(3区)では2日目の計数時に0尾(即死したと思われる),原塩海水誉
と天然海水;の混合区(7区)でも2日目に0尾,原塩海水;と天然海水;の混合区(5区)では
かなり毒性が緩和されたため１１日目でも２尾生残していた。人工海水と天然海水との比較について

は,はっきりした傾向がなく,最も良かったのは天然海水÷と人ｴ海水;の混合区(6区)で'1日
目で生残率50％と天然海水のみ（１区)の45％より良かった。生残率の良いものから挙げると６区
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た，ｌ～８区はゾエ

ア２期より開始した

のに対し９～16区は

ゾエア１期より開始

した等が考えられろ。

減耗が大きい時期は

ゾエア２期から３期

にかけてが主で（１３

区はゾエア1期に減

耗）大型水槽の減耗

｡Ｃ

２０

、Ｊ～／
水

1８

温

1６

耗）大型水槽の減耗０１２３４５６７８９１０日

経週日数
にある程度類似して

図５小実験の水温（９～16区）
いた。なお，餌料種

類毎の優劣は判然としなかった。

今年度は椎ガニを１尾も生産することが出来ず，モクズガニ種苗生産の困難性を痛感した。しか

し，２トン，６トン水槽はゾエア２期への変態以降に急激な減耗を来たしたのに対し，飼育規模は

違うが人工海水と天然海水の小実験区ではゾエア５期まで高い歩留りを示したことは注目されろ。

今後諸条件を検討し好適な飼育方法を明らかにすれば良好な生残率で種苗が生産出来る可能性があ

る。
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約要

l）神西湖で捕穫されたモクズガニ雌20尾を用いて種苗生産を試みた。

2）屋内コンクリート２トン水槽２面，同６トン水槽２面に合計81万尾のゾエア１期幼生を収容し

て飼育したが，メガロパ数尾を得たに過ぎなかった。

3）１１三角フラスコを用いて天然海水，人工海水，原塩海水および混合海水の比較試験を行なっ

た。･原塩海水は悪影響があったが，他は成績が良く，最も良かったのはゾエア５期までに50％が

生残した６

４）ｌ‘三角フラスコを用いて各種餌料の比較試験を行なった。歩留りは各区とも悪く，大型水槽と

類似した結果であった。各種餌料の優劣は判然としなかった。

5）今後諸条件について調査検討していく必要があるが，海水比較試験が高い歩留りを示したこと

より，方法次第では良好な生残率で種苗生産出来る可能性がある。
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